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	３．まとめと今後の課題
	(1)迷走挙動発生要因分析まとめ
	本稿では広島県のせせらぎ公園西口交差点～緑井1丁目交差点を対象とし,迷走挙動の要因分析を行った.本稿の成果を以下に示す.
	① 様々なデータを駆使することで,広島県広島市国道54号のせせらぎ公園西口交差点～緑井1丁目交差点で発生している迷走挙動について,その要因を明らかにした.
	② 迷走挙動の要因を把握するためには,分岐部上流における車両挙動の分析が有効であり,迷走挙動に対する対策を講じるにあたっては,上流の区間から連続した道路案内を設け,どの車線を走行すべきか早めにドライバーに理解させることが重要であることが明らかにした.
	③ 挙動調査,ETC2.0プローブ情報,CANデータを組み合わせて活用することで,より詳細な迷走挙動の分析が可能であると明らかにした.
	(2)今後の課題
	当該区間においては,今回の分析結果を踏まえて改善策の検討が進められているため,対策後の迷走挙動の改善状況を把握し,PDCAサイクルを回していく必要がある.
	また他の区間でも同様の分析を行い,本稿で得た知見が他の区間でも適用されるか確認する必要がある.
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